
 

 

報道関係各位 

２０１３年７月３日 

三菱地所レジデンス株式会社 

 

地域住民と行政と開発事業者で進める未来のまちづくり 

「ヨコハマ ミライ・プロジェクト(仮称)」着工 
～横浜市認定「地域力・魅力あっぷ 新子安地域まちづくりプラン」対象区域内～ 

 

三菱地所レジデンス株式会社は横浜市神奈川区において、横浜市が横浜市地域まちづくり推進条例に    

基づき認定した「地域力・魅力あっぷ 新子安地域まちづくりプラン（以下「新子安地域まちづくりプラン」）」

の対象区域内に、総戸数４９７戸の大規模マンション「ヨコハマ ミライ・プロジェクト(仮称)」を２０１３年

７月３日に着工しましたのでお知らせします。 

「新子安地域まちづくりプラン」は、地域のだれもが安心して健やかに暮らせるよう、災害に強く安全で快適

な都市型居住環境整備を中心に、文化・教育・福祉やコミュニティ施設が充実し、人と環境にやさしく緑豊かな

魅力あふれるまちづくりを目指して策定されました。本プランは、２０１０年４月に地域住民等によって設立 

された「新子安まちづくり推進委員会」によって、まちの将来像や生活環境の向上に資するまちづくりに関する

検討の成果として取りまとめられ、市民等との協働による地域まちづくりを進める横浜市より、２０１１年１１月

に認定されています。 

三菱地所レジデンスは、「新子安まちづくり推進委員会」の設立当初より地域まちづくり活動に参加し、地域

の要望や課題について検討してまいりました。本プロジェクトは、良好な市街地環境の形成に資する計画として

横浜市より建物高さ等に関する規制の緩和を受け、保育所・学童保育施設・地域交流施設等の地域ニーズを踏ま

えた公益的施設を設置するとともに、敷地全周に安全で緑豊かな歩行者空間の整備を行います。また、敷地内に

は地域交流拠点となり災害時に地域の防災にも寄与する地域拠点広場を設けるなど、活力ある安全で住みやすい

地域のまちづくりに貢献してまいります。 

 

▲現地周辺概念イラスト 



 

【「ヨコハマ ミライ・プロジェクト(仮称)」の特徴】 

 ■敷地内に計画した公益的施設が、横浜市市街地環境設計制度において、地域のニーズに合致した良好な市街

地環境の形成に資する『特定施設』として認定されました。 

◇周辺地域の福祉の向上に寄与する『認可保育所(予定)』 

 横浜市は本年５月に同年４月１日現在の待機児童がゼロとなった旨を発表しましたが、利便性の良い立地

における保育所の設置は継続的な政策課題となっており、当地区においても将来的な必要性から地元地域

および横浜市より強い要望を受け、周辺における設置状況に鑑み設置します。 

  ◇就学後の低学年児童のための『学童保育施設』 

   主に低学年の児童を預かる学童保育は、地域ニーズの高い子育て支援施設であり、地域の状況に鑑み設置

します。 

  ◇地域の生活利便の向上に寄与する公益的施設となる『地域交流施設』 

   地域の住民同士の触れ合いを通じた絆づくりに貢献するため、交流拠点となる地域交流施設を設置します。 

   地域交流施設は、地域住民やマンション住民がコミュニティ活動を育む空間で、最大７０名規模の集会に

も対応できる多目的空間となります。 

 ■その他の地域貢献 

  ◇敷地全周に快適で安全な歩行者専用の空間となる『歩道』や『緑道』の整備 

  ◇地域の防災にも寄与する『地域拠点広場』 

   マンション住民と地域住民とが身近に憩える場、地域コミュニティ活動の場ともなるオープンスペース

『地域拠点広場』は、災害時に地域の身近な避難場所としても活用できます。 

  ◇四季折々に楽しめる花木を含む豊富な緑による『緑化』と『景観形成』の推進 

  ◇地域の魅力を高める『良質なデザイン』を構成する建物形状と意匠計画 

  ◇夜間の景観演出、周辺道路の安全確保を図る『照明計画』 

 ■立地の特徴 

  ◇ＪＲ京浜東北線「新子安」駅徒歩４分。大規模ターミナル駅である「横浜」駅「川崎」駅の間に位置し、     

東京都心部へのアクセスに優れた立地 

  ◇第一種住居地域に位置し、周囲は一戸建て等の住宅が中心の閑静な住宅街 

  ◇近傍には県の愛護林鳥獣保護区に指定されている浅野学園が存するなど自然環境豊かな地区 

◇海抜約１４ｍの高台に位置し、開放感や眺望条件に優れ、防災性も高い立地条件   

▲完成予想 CG（作成中の CGであり、変更となる可能性があります）



 ■建物計画の特徴 

  ◇地上１０階地下１階建て、総戸数４９７戸 

  ◇６１．６６㎡～１０１．１２㎡、２ＬＤＫ～４ＬＤＫと幅広く用意し、多様なニーズに対応 

  ◇保育所の整備により、地域子育て応援マンション認定（横浜市）を取得 

  ◇ＣＡＳＢＥＥ 横浜（横浜市建築物環境配慮制度）で「Ａランク(大変良い)」を確保する環境性能 

  ◇充実の共用施設やサービス 

   ・２つのラウンジ、ミニショップ、ゲストルーム、キッズルーム、パーティールーム、スタジオ（多目的   

運動ルーム）、シアタールーム、スタディルーム、２ヶ所の展望デッキ、防災倉庫などの充実した共用

施設 

   ・２４時間有人管理、２４時間ゴミ捨て可能、コンシェルジュサービス、カーシェア(電気自動車)、    

レンタカーサービス、サイクルシェアなどの充実した共用サービス 

 ◇防災対策 

   防災倉庫に防災備品、非常用発電機、蓄電池、非常用飲料水、各戸に防災バッグ配布、防災計画提案、   

防災訓練提案など 

 

■ヨコハマ ミライ・プロジェクト(仮称) 物件概要 

所 在 地  ：神奈川県横浜市神奈川区新子安一丁目１８番１，２，３，４，５，６，７（地番） 

交 通  ：ＪＲ京浜東北線「新子安」駅徒歩４分、京浜急行線「京急新子安」駅徒歩４分 

構造・規模  ：鉄筋コンクリート造・地上１０階地下１階建 

総 戸 数  ：４９７戸 

敷 地 面 積  ：１９，１２４．８１㎡ 

延 床 面 積  ：４３，８９０．１９㎡  

住戸専有面積  ：６１．６６㎡～１０１．１２㎡ 

間 取 り  ：２ＬＤＫ～４ＬＤＫ 

販 売 価 格  ：未定 

事 業 者  ：三菱地所レジデンス株式会社 

基本計画・デザイン監修：株式会社三菱地所設計 

設計・施工  ：株式会社熊谷組 

管 理 会 社  ：三菱地所コミュニティ株式会社 

建 物 着 工  ：２０１３年７月３日 

モデルルーム  ：２０１３年９月オープン予定 

販 売 開 始  ：２０１３年１２月予定 

建 物 竣 工  ：２０１５年１月予定 

建 物 入 居  ：２０１５年３月予定 

物 件 Ｈ Ｐ  ：http://www.mecsumai.com/ym497/ 

お客様お問合せ先：ヨコハマ ミライ・プロジェクト販売準備室 （０１２０－３２０－１８６） 

 

 

 

 

 

 



【現地案内図】 
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【新子安まちづくり推進委員会 ・新子安地域まちづくりプラン】 

活気ある、安全で住みやすい地域の形成を目指して、 

２０１０年４月に地域住民と開発事業者により構成

される「新子安まちづくり推進委員会」が設立されま

した。 

２０１１年１１月には「横浜市地域まちづくり推進

条例」に基づき、「新子安まちづくり推進委員会」が

組織認定され、「新子安地域まちづくりプラン」がプ

ラン認定されました。 

 

 

 

「新子安地域まちづくりプラン」は、横浜市神奈川

区新子安地区の約１４ｈａをまちづくり対象区域と

して、災害に強く安全で、快適な都市型居住環境整備

を中心に、だれもが安心して健やかに暮らせるよう、

文化・教育・福祉やコミュニティ施設が充実、そして

人と環境にやさしく緑豊かな、魅力あふれるあたたか

く住みよいまちづくりを目的として策定されました。

地域の将来像、地域まちづくりの目標や道路や公園な

どの部門別の取り組み・整備方針を定め、地域の総合

的発展を目指して取りまとめられています。 

三菱地所レジデンスは、新子安まちづくり推進委員

会の設立当初より地域まちづくり活動に参加し、地元

地域の要望や課題について地域住民と協議を行い、開

発計画への要望の反映や課題の解決について検討を 

行ってまいりました。 

 

 

 

          

新子安まちづくり推進委員会の様子 

本計画地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【横浜市地域まちづくり推進条例】 

横浜市地域まちづくり推進条例は、市民と市が協働して行う地域まちづくりの理念や市民と市のそれぞれ

の責務を明らかにするとともに、地域まちづくりに関して、市民参画の方法・手続きなどの事項を定めるこ

とにより、安全で快適な魅力あるまちの実現に資することを目的としています。 

 

【（１）土地利用】 

『高付加価値都市型住宅』 

地域の都市的発展ポテン

シャルを踏まえた高付加

価値都市型住宅地（以下、

付加価値都市住宅ゾーン

と称する）として位置づけ

開発事業者は都市型住宅

を中心に地域住民の暮ら

しを便利で豊かにする多

様な生活便利施設の併設

や一団のオープンスペー

ス確保の実現を目指した

検討を行い、付加価値都市

住宅ゾーンの形成を進め

ます。 

【（２）道路・交通】 

『主要区画道路』 

付加価値都市住宅ゾー

ン外周部について、開発

事業者は安全でゆとり

ある歩行者空間や緑地

空間等を確保しながら、

高質な道路環境の整備

を検討します。 

外周部には、ゆとりのあ

る歩道等歩行者空間を

確保し、安全で快適な歩

行者回避ネットワーク

の形成を図ります。 

新子安 地域まちづくりプランとは ＜プランの体系と基本的な考え方＞ 

＜具体的な取組みにおける本計画地の役割＞ 

本計画地 

本計画地 



【地域まちづくりプランの認定制度】 

地域まちづくりプランの認定制度は、地域の目標・方針やものづくり・自主活動など課題解決に向けた取

り組みをとりまとめた計画を、地域まちづくりプランとして市長が認定する制度です。 

認定を受けた地域まちづくりプランに基づき、市民や市が連携して事業推進を図っていくなど、プランの 

実現へ向けた取り組みを行っていくことができます。 

 

【横浜市市街地環境設計制度】 

横浜市市街地環境設計制度は、敷地内に歩道や広場（公開空地）を設けるなど、総合的な地域貢献を図る  

ことを条件に、建築物の高さや容積率を緩和することで、良好な市街地環境の形成を誘導する制度です。 

「ヨコハマ ミライ・プロジェクト(仮称)」は、「新子安地域まちづくりプラン」等のまちづくり方針等に整

合する建築物で、市街地環境の整備向上に努めた計画と認められ、都市計画に定められた容積率や高さに 

ついて緩和を受けています。 

 

 


